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第 9 章では、 N*-SmC*相系列を示す強誘電性液品とアゾベンゼンとの複合系における、光誘起層構造制御を提案
し、実証している。

















(5) チューナブルレーザーの実験結果のより詳細な検討を行うために、電界印加時における TM 導波モードの数値
計算を行っている。その解析結果から、印加電界増加に伴う発振波長の長波長シフトは実効屈折率の増加によるもの、
多モード発振化は高次のモードの出現によるもの、また高電圧印加時におけるレーザー発振の消失は、高次のモード
の閉じ込め効率の悪さに起因するものであることを明らかにしている。
(6) 一次元螺旋周期構造を自己組織化的に形成するコレステリック液晶の中でも、光重合により固体化するものを
用い、フレキシブルなレーザー素子としての応用を提案し実証している。光励起により、ストップバンド端での群速
度異常にもとづくレーザ発振はフィルムの変形時においても観測され、さらに発光の集光効果についても実証してい
る。
(7) 紫外線硬化樹脂、液晶相溶系における光誘起相分離を利用した周期構造の作製と、チューナブルフォトニツク
結品への応用を検討し、その簡便な作製方法として回折光学素子を用いたものが可能であることを示し、更に、回折
光の電界制御にも成功している。
(8) N*-SmC*相系列を示す強誘電性液晶とアゾベンゼンとの複合系において、光誘起による層構造の制御が可能
であることを示し、干渉光照射によるグレーティング構造の書き込みなども実証している。
以上のように、本論文は、フォトクロミック分子、液晶、導電性高分子等様々な有機分子・高分子を用いた光誘起
高次構造制御とそれによるフォトニック結晶の作製が可能であることを示し、高精度のチューナプルレーザーも実証
しており、電子工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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